
六島全島民ユーチューバー化計画



六島まちづくり協議会

ビジョン

1. 住みやすい島づくり
1.  人が輝くまちづくり
1.  次代に繋ぐまちづくり

島内から各種団体
(公民館、小学校、PTA、自治会、etc)が
集い、月に1回定例会と、各種事業を実施

島山100選に選ばれた
「大石山」の整備事業

外部のインターン生を受け入れ
地域づくりに活かす

「インターンシップ事業」

六島ファンを島内外につくる
「水仙植えるカムツアー」事業

「六島親子プチ島暮らし体験」等
移住者誘致事業



六島全島民ユーチューバー化計画

島の子どもに友達を！
コロナ禍でもオンライン移住対応ができる島へ向けて

背景
・来年には、小学生が一人に（小学校がある事＝コミュニティ、先生という人材、航路、etc）
・笠岡諸島の通信環境の変化（現在使っているwifi通信サービスの廃止）



島民一人一人が
発信者に



六島全島民ユーチューバー化計画のこれまで

地域担当職員らと打ち合わせ
（８・９月）

外部講師から動画編集・SNSを学ぶ
（7月）全3回

島民による島民インタビュー
動画撮影（8月～）

担当職員らの島民インタビュー（8月～）
担当職員ら毎週末六島へ(1か月間）



六島全島民ユーチューバー化計画のこれまで（8月）

島の子ども達とインターン生は
オンラインで交流

オンライン対応、プロモーションビデオの制作に向けて

インターン生OBOGが動画を提供

元インターン生（社会人）は
今の東京から、島を想う気持ちを
コラム。NOTE公式Twitterに掲載。

審査員賞
受賞！



中間報告会（9月12日）

オンライン移住相談の実践とプロモーションビデオの経過報告

・今の島の取り組みについて（島民全員YouTuber化計画）
・インターンOBOGと島の近況報告
・跡見学園女子大／教授・学生らとオンライン
灯台やレモン畑、島小屋から実況

・プロモーションビデオの制作の為に撮影した動画の共有
・上記についての意見交換



地元で取り上げてもらいました！

山陽新聞
一面

社会面市報
裏表紙



水仙welcomツアー ⇒ オンライン化

昨年までの様子



オンライン水仙welcomツアー準備

←9/20マルシェ「ミナトの休日」で受付



水仙welcomツアー（9月26日）

自宅から参加！



映像作家とPVづくりをスタート！（9月26日）



六島子どもユーチューバーズ結成！（10月3日）

大人へインタビュー

「祝歌」の由来を聞く



日本遺産×地産地消×情報教育×福祉（10月12日）

笠岡中央病院の地産地消活動とコラボレーション！



毎日新聞とNHKが取材に！（10月17日）

NHKのディレクターがパソコンの先生に



YouTuber計画／大人編（11月7日）

Zoomのレクチャーを受けて、
オンライン移住相談の準備整う



跡見学園女子大ゼミ×六島情報灯台（12月12日）

六島の大人YouTuberが
教授と活動を下支え



●今までの学びや気づき
●今後の展望


